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『
共
感
の
力
』
　
　
ア
メ
リ
カ
最
初
の
小
説

斎
　
藤

、忠

u禾

　
　
ア
メ
リ
カ
最
初
の
小
説
と
さ
れ
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ヒ
ル
・
ブ
ラ
ウ
ン

（
婁
…
與
目
雪
＝
田
旨
ミ
自
）
（
一
七
六
五
－
一
七
九
三
）
の
『
共
感
の
カ
、

も
し
く
は
自
然
の
情
の
勝
利
』
（
H
ぎ
、
§
ミ
県
身
ミ
ミ
ミ
一
§
『
ぎ

箏
ぎ
§
ミ
県
≧
ミ
ミ
冊
）
（
一
七
八
九
）
は
、
そ
の
出
版
後
、
百
年
以
上

も
の
間
そ
の
存
在
が
忘
れ
ら
れ
、
ま
た
そ
の
作
者
は
誤
っ
て
、
同
世
代
の

女
流
詩
人
セ
ア
ラ
・
ウ
呈
ン
ト
ワ
ー
ス
・
モ
i
ト
ン
夫
人
（
旨
畠
．
ω
胃
き

奏
昌
碁
昌
艘
峯
o
算
昌
）
（
？
一
七
五
九
－
一
八
四
六
）
と
さ
れ
て
い
た
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
に
は
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
っ
て
、
先
ず
第
一
に
は
、

こ
の
作
品
が
匿
名
で
出
版
さ
れ
た
こ
と
ー
初
版
は
、
一
七
八
九
年
の
一

月
、
二
冊
本
の
形
で
、
ボ
ス
ト
ン
の
ア
イ
ゼ
イ
ア
・
ト
マ
ス
・
ア
ン
ド
・

カ
ン
バ
ニ
ー
（
－
邑
曽
↓
ぎ
冒
霧
竃
o
o
o
昌
潟
目
｝
）
か
ら
出
版
さ
れ

た
－
－
、
次
に
は
、
こ
の
作
品
が
出
版
さ
れ
る
五
力
月
前
、
一
七
八
八
年

の
八
月
に
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ヒ
ル
・
ブ
ラ
ウ
ン
の
隣
り
に
住
ん
で
い
た
セ

ア
ラ
の
夫
ピ
ア
レ
ズ
・
モ
ー
ト
ン
（
巾
0
H
雷
峯
o
津
昌
）
が
、
セ
ア
ラ
の

妹
フ
ラ
ン
セ
ス
・
セ
オ
ド
ラ
・
ア
プ
ソ
ー
プ
（
串
彗
o
9
↓
巨
8
ま
量

＞
呈
岩
｛
）
を
誘
惑
し
、
モ
ー
ト
ン
の
子
を
宿
し
た
フ
ラ
ン
セ
ス
が
自
殺

を
す
る
、
と
い
う
事
件
が
あ
り
、
明
ら
か
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ヒ
ル
・
プ
ラ

ゥ
ン
は
こ
の
事
件
を
『
共
感
の
カ
』
の
下
敷
き
と
し
て
用
い
、
あ
ま
つ
さ

え
、
こ
の
事
件
を
作
品
中
に
、
義
理
の
兄
に
誘
惑
さ
れ
た
娘
が
自
殺
す
る

と
い
う
ニ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
書
き
込
ん
で
い
る
こ
と
が
災
い
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。
匿
名
の
小
説
作
品
と
竺
言
え
、
娘
の
悲
劇
を
書
き
立
て
ら
れ
た

ア
プ
ソ
ー
プ
氏
は
激
怒
し
、
抗
議
を
受
け
た
ブ
ラ
ウ
ン
は
自
分
の
作
品
の

発
売
を
中
止
し
て
廃
棄
処
分
に
す
る
こ
と
に
同
意
し
、
こ
う
し
て
『
共
感

の
カ
』
は
、
作
者
不
詳
の
ま
ま
、
忘
れ
去
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。　

と
こ
ろ
で
『
共
感
の
カ
』
の
著
者
間
題
に
つ
い
て
一
応
の
結
着
を
見
る

の
は
、
ミ
ル
ト
ン
・
エ
リ
ス
の
論
文
「
最
初
の
ア
メ
リ
カ
小
説
の
著
者
」

（
旨
阜
昌
日
旨
p
，
H
ぼ
＞
自
艘
昌
o
｛
艘
o
曽
易
け
＞
昌
邑
o
彗
之
o
く
9
＝
）

（
』
§
ミ
ざ
§
ζ
ミ
ミ
ミ
｝
』
彗
■
し
8
い
）
の
論
証
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
い

が
、
同
論
文
に
よ
る
と
、
一
八
九
四
年
に
な
っ
て
ボ
ス
ト
ン
の
若
い
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
、
ウ
ォ
ー
ル
タ
ー
・
。
リ
ト
ル
フ
ィ
ー
ル
ド
（
ミ
串
岸
胃
口
三
〇
－

宇
5
）
が
こ
の
小
説
作
品
の
再
出
版
の
時
機
が
到
来
し
た
と
考
え
、
装
丁

の
立
派
な
再
版
を
出
し
、
そ
の
序
文
の
中
で
リ
ト
ル
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
ア

メ
リ
カ
文
学
に
対
す
る
「
著
者
」
モ
ー
ト
ン
夫
人
の
貢
献
を
替
め
た
た
え

た
。
ま
た
、
同
年
の
十
月
か
ら
、
リ
ト
ル
フ
ィ
ー
ル
ド
と
交
際
の
あ
っ
た

薙
誌
編
集
者
ア
ー
サ
ー
・
W
・
ブ
レ
イ
リ
ー
（
ξ
ま
膏
ミ
、
零
ξ
一
｛
）

は
薙
誌
『
ボ
ス
ト
ニ
ア
ン
』
（
H
ざ
向
8
§
ミ
§
）
に
『
共
感
の
カ
』
の
連

載
を
始
め
、
そ
の
連
載
に
添
え
た
序
文
で
「
著
者
」
モ
ー
ト
ン
夫
人
に
つ

い
て
の
、
誤
り
の
多
い
情
報
を
提
供
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
『
共
感
の
カ
』
の
連
載
が
始
ま
っ
た
直
後
、
プ
レ
イ
リ
ー
は

〃
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ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ヒ
ル
・
プ
ラ
ウ
ン
の
姪
に
あ
た
る
リ
ペ
カ
・
ト
ム
ソ
ン
夫

人
（
室
・
餉
・
射
＆
8
8
H
ぎ
昌
召
9
一
）
が
ボ
ス
ト
ン
に
住
ん
で
い
る
こ
と

を
知
ら
さ
れ
、
ト
ム
ソ
ン
夫
人
を
訪
間
し
た
緒
果
、
自
分
の
誤
り
に
気
付

き
、
『
ボ
ス
ト
ニ
ァ
ン
』
の
次
の
号
（
十
二
月
号
）
に
「
『
共
感
の
カ
』
の

本
当
の
著
者
」
（
、
H
ぎ
勾
8
一
＞
巨
5
『
o
｛
『
ぎ
、
o
§
ミ
県
ξ
§
、
ミ
ミ
、
）

と
魍
す
る
論
説
を
挿
入
し
て
、
著
者
に
つ
い
て
の
訂
正
を
行
な
い
、
そ
の

あ
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ヒ
ル
・
ブ
ラ
ウ
ン
の
名
の
も
と
に
連
載
を
続
け
て
い

る
。　

エ
リ
ス
論
文
は
、
ブ
レ
イ
リ
ー
の
伝
え
る
ト
ム
ソ
ン
夫
人
の
証
言
を
検

討
し
て
、
五
つ
の
観
点
か
ら
ト
ム
ソ
ン
夫
人
の
証
言
は
信
頼
に
値
す
る
も

の
で
あ
る
と
し
、
『
共
感
の
カ
』
の
作
者
が
ウ
ィ
リ
ァ
ム
・
ヒ
ル
・
ブ
ラ

ウ
ン
で
あ
っ
た
、
と
断
定
し
て
い
る
。
な
お
、
そ
れ
以
後
の
論
文
に
は
、

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ウ
ォ
ル
サ
ー
「
最
初
の
ア
メ
リ
カ
小
説
補
遺
」
（
昏
O
罫
邑

ミ
芸
員
、
竃
o
篶
き
o
鼻
葦
o
ヨ
曇
＞
目
＆
o
彗
岩
o
く
9
、
）
（
』
ミ
ミ
§

ミ
ミ
ミ
ミ
＄
老
o
く
二
6
S
）
や
、
ジ
目
ン
・
R
・
バ
イ
ア
ー
ズ
ニ
世
「
『
共

感
の
カ
』
著
者
問
題
の
さ
ら
な
る
検
証
」
（
言
巨
界
ω
烹
易
一
旨
二

、
句
自
黒
巨
彗
く
o
『
昌
o
串
匡
o
目
　
o
｛
一
ま
o
　
＞
自
片
ブ
o
畠
す
号
o
｛
　
H
昏
雨
、
o
§
雨
、
曳

身
§
、
ミ
膏
二
）
（
』
§
ミ
｛
§
S
卜
辻
雨
§
§
ミ
一
Z
O
く
．
ニ
ミ
H
）
な
ど
が
あ
り
、

今
や
『
共
感
の
カ
』
の
作
者
が
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ヒ
ル
・
ブ
ラ
ウ
ン
で
あ
る

こ
と
は
、
疑
い
の
余
地
の
な
い
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

　
さ
て
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ヒ
ル
・
ブ
ラ
ウ
ン
は
一
七
六
五
年
に
ボ
ス
ト
ン

で
生
ま
れ
た
が
、
そ
の
生
涯
に
つ
い
て
は
殆
ど
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
わ
ず

か
二
十
七
歳
で
天
折
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
病
弱
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
、

法
偉
家
を
志
し
て
い
た
ら
し
く
は
あ
る
が
、
病
気
で
臥
せ
っ
て
い
る
時
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
〕

を
も
て
あ
ま
し
て
文
筆
に
手
を
染
め
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
生
前
、
二
流
の
詩
人
、
劇
作
家
と
し
て
そ
の
名
は
知
ら
れ
て
い
た

が
、
『
共
感
の
カ
』
と
同
巧
異
曲
の
小
説
圭
言
わ
れ
る
『
ア
イ
ラ
と
イ
ザ

ベ
ラ
』
（
H
§
§
軋
－
竃
迂
ざ
）
が
作
者
名
を
明
記
し
て
一
八
〇
七
年
に
死

後
出
版
さ
れ
は
し
た
も
の
の
、
作
家
と
し
て
の
ブ
ラ
ウ
ン
の
名
声
を
確
立

す
る
に
は
至
ら
ず
、
上
述
し
た
よ
う
に
、
ブ
ラ
ウ
ン
が
『
共
感
の
カ
』
の

作
者
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
ま
ま
、
そ
の
名
は
長
い
こ
と
忘

れ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
れ
で
は
こ
れ
か
ら
、
「
ア
メ
リ
カ
最
初
の
小
説
」
と
い
う
栄
誉
を
与

え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
『
共
感
の
カ
』
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
検
討
を

加
え
て
み
た
い
と
考
え
る
が
、
こ
の
作
品
が
書
か
れ
た
頃
の
、
独
立
後
間

も
な
い
ア
メ
リ
カ
の
文
学
状
況
を
知
る
た
め
の
一
助
と
し
て
、
一
九
六
一

年
に
『
共
感
の
カ
』
の
リ
プ
リ
ン
ト
版
を
編
集
し
た
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ブ
ラ

ウ
ン
の
論
文
「
十
八
世
紀
ア
メ
リ
カ
演
劇
に
お
け
る
感
受
性
」
（
実
彗
訂
斗

勾
．
　
ω
『
o
ξ
P
　
、
ω
o
目
眈
巳
〕
自
津
｝
　
…
目
　
向
－
o
q
プ
訂
o
コ
斤
ブ
ー
O
o
目
庁
＝
『
く
　
＞
員
δ
ユ
o
葭
目

－
）
量
曽
芭
、
）
（
」
§
ミ
㌻
§
ト
き
§
ミ
§
2
o
く
二
宕
竃
）
の
目
目
頭
の
一
節
を
．

引
用
し
て
お
き
た
い
1

　
「
芝
居
」
や
「
ロ
マ
ン
ス
」
の
ほ
う
が
「
イ
エ
ス
の
物
語
り
」
よ

り
も
読
ま
れ
て
い
る
、
と
い
う
の
が
十
八
世
紀
の
モ
ラ
リ
ス
ト
の
歎

き
で
あ
っ
た
。
「
道
徳
的
訓
話
」
と
い
う
ふ
れ
こ
み
の
芝
居
や
「
事

実
に
基
づ
く
道
徳
的
物
語
り
」
ら
し
く
偽
装
し
た
小
説
が
、
こ
れ
ら

二
つ
の
文
学
形
式
が
発
達
す
る
際
に
蒙
う
た
共
通
の
影
響
を
指
し
示

し
て
い
る
。
わ
が
国
の
小
説
家
は
も
と
よ
り
、
わ
が
国
土
漕
の
劇
作

閉
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家
は
、
教
訓
的
で
感
傷
的
な
作
品
を
お
手
本
に
頼
っ
て
、

ス
ピ
レ
ー
シ
目
ン
を
得
よ
う
と
し
た
。

そ
の
イ
ン

　
た
し
か
に
植
民
地
時
代
か
ら
ア
メ
リ
カ
で
は
、
娯
楽
と
し
て
の
読
書
は

避
け
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
、
と
り
わ
け
小
説
作
品
は
若
い
女
性
を
適
徳
的

に
堕
落
さ
せ
る
倶
れ
が
あ
る
と
見
ら
れ
て
、
排
斥
さ
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
。

し
か
し
十
八
世
紀
も
後
半
に
入
る
と
、
「
事
実
に
基
づ
く
適
徳
的
物
語
り
」

ら
し
く
偽
装
し
た
小
説
作
品
が
盛
ん
に
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
折
し

　
も
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
（
ω
P
冒
自
O
－
勾
㍗

○
け
胃
爵
昌
）
（
ニ
ハ
八
九
－
一
七
六
一
）
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
「
書
簡

体
小
説
」
（
：
O
q
餉
邑
胃
｝
饒
＆
昌
＝
）
が
そ
の
全
盛
期
を
迎
え
て
お
り
、

、
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
の
代
表
作
『
パ
メ
ラ
、
も
し
く
は
報
い
ら
れ
た
美
徳
』

　
（
、
s
§
ミ
§
ミ
「
ミ
§
オ
耐
§
ミ
き
軋
）
（
一
七
四
〇
）
や
『
ク
ラ
リ
サ
、
も

し
く
は
若
い
婦
人
の
物
語
り
』
（
9
ミ
豪
§
ミ
§
恥
ミ
這
o
ミ
♀
s
さ
§
軸

卜
昌
ミ
）
（
一
七
四
七
－
一
七
四
八
）
が
ア
メ
リ
カ
に
輸
入
さ
れ
て
、
そ
の

リ
プ
リ
ン
ト
版
は
版
を
二
十
回
も
重
ね
る
ほ
ど
の
売
れ
行
き
を
示
し
た
。

　
〔
因
み
に
、
ア
メ
リ
カ
で
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
の
作
品
は
、

小
説
と
い
う
よ
り
も
道
徳
的
教
訓
を
与
え
る
書
物
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
、

聖
職
者
で
す
ら
も
こ
れ
を
読
み
、
ジ
目
ナ
サ
ン
・
エ
ド
ワ
ー
ヅ
（
』
昌
㌣

艘
曽
一
向
｛
≦
害
象
）
（
一
七
〇
三
－
一
七
五
八
）
も
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
の

『
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
グ
ラ
ン
デ
ィ
ソ
ン
卿
』
（
3
，
O
ぎ
ミ
ε
Ω
§
s
§
き
ミ
）

（
一
七
五
三
－
一
七
五
四
）
を
読
み
、
時
間
を
空
費
し
た
と
は
思
わ
な
か

　
っ
た
、
．
と
言
わ
れ
る
。
ま
た
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
は
早
く
か
ら
リ
チ

　
キ
ー
ド
ソ
ン
の
作
品
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
ペ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
フ
ヲ
ン
ク

リ
ン
（
ω
雪
盲
邑
目
写
彗
彗
昌
）
（
一
七
〇
六
－
一
七
九
〇
）
は
、
『
パ
メ

ラ
』
を
そ
の
出
版
四
年
後
の
一
七
四
四
年
に
自
分
の
印
刷
所
で
リ
プ
リ
ン

　
　
　
＾
呈

ト
し
て
い
る
。
〕

　
小
説
作
品
と
し
て
『
共
感
の
カ
』
は
、
「
連
邦
コ
ロ
ン
ビ
ァ
〔
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
〕
の
若
い
婦
人
た
ち
に
、
誘
惑
の
原
因
と
そ
の
致
命
的
な
緒
果

を
つ
ま
ぴ
ら
か
に
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
…
…
そ
の
友
で
あ
り
卑
し
き
僕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
ヨ
｝

た
る
著
者
に
よ
り
、
尊
敬
の
念
と
、
誠
意
を
も
っ
て
献
呈
さ
れ
た
」
も
の

で
あ
る
が
、
小
説
の
形
で
若
い
女
性
の
読
者
た
ち
に
、
不
身
持
ち
の
男
た

ち
の
誘
惑
か
ら
身
を
守
る
ぺ
き
こ
と
を
教
え
よ
う
と
す
る
、
も
っ
と
も
ら

し
い
意
図
を
表
明
し
て
い
る
点
か
ら
も
、
ま
た
、
六
十
五
通
の
手
紙
を
な

ら
べ
た
「
書
簡
体
小
説
」
で
あ
る
と
い
う
、
そ
の
構
成
の
点
か
ら
も
、
リ

チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
の
作
品
の
模
倣
も
し
く
は
二
番
煎
じ
と
言
う
ほ
か
は
な
い

代
物
で
あ
る
が
、
あ
る
い
は
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
独
立
を
実
現
し
た
ぱ
か

り
の
ア
メ
リ
カ
の
ナ
シ
冒
ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
の
中
で
、
イ
ギ
リ
ス
小
説
の

輸
入
に
反
対
す
る
声
が
強
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
人
自
身
の
手
に
成
る
小
説
作

品
の
出
現
が
待
望
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
を
受
け
て
若
い
ブ
ラ
ウ
ン

が
青
年
ら
し
い
義
佼
心
か
ら
そ
の
待
望
に
自
ら
答
え
よ
う
と
し
た
の
か
も

知
れ
な
い
。
そ
し
て
折
し
も
プ
ラ
ウ
ン
の
隣
家
で
起
こ
っ
た
ス
キ
ャ
ン
ダ

ラ
ス
な
事
件
は
、
人
々
の
耳
目
を
集
め
る
の
に
恰
好
な
小
説
作
品
の
素
材

と
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
ブ
ラ
ウ
ン
は
、
『
共
感
の
カ
』
の
「
ま

え
が
き
」
の
中
に
、

特
定
の
悪
徳
を
つ
ま
び
ら
か
に
せ
ず
、
特
定
の
美
徳
も
推
奨
し
な

い
小
説
の
場
合
は
、
女
性
の
読
者
と
し
て
は
娯
楽
を
見
出
す
こ
と
は

閑
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あ
っ
て
も
、
読
み
終
え
た
と
こ
ろ
で
、
い
か
な
る
観
念
も
心
に
刻
ま

れ
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
。
従
っ
て
そ
う
い
う
小
説
は
、
実
審
は
な
い

に
せ
よ
、
利
す
る
と
こ
ろ
も
な
い
。

　
我
々
の
前
に
置
か
れ
た
こ
れ
ら
の
手
紙
に
つ
い
て
は
、
こ
う
し
た

い
ず
れ
の
側
の
誤
ち
も
避
け
ら
れ
て
い
る
と
申
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
ー
誘
惑
の
危
険
な
結
果
は
露
わ
に
さ
れ
、
女
性
教
育
の
利
点
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
）

は
っ
き
り
述
ぺ
ら
れ
、
推
奨
さ
れ
て
い
る
。

と
書
き
、
『
共
感
の
カ
』
が
興
味
本
位
の
小
説
で
は
な
い
と
断
わ
っ
た
上

で
、
そ
の
実
、
当
時
の
読
者
の
間
で
人
気
の
あ
っ
た
「
誘
惑
」
（
：
窒
旨
O
－

ま
昌
、
）
、
「
近
親
相
姦
」
（
、
一
昌
桑
、
）
、
「
自
殺
」
（
、
邑
O
巨
O
、
）
な
ど
の

テ
ー
マ
を
『
共
感
の
カ
』
の
中
に
取
り
揃
え
て
大
向
こ
う
を
う
な
ら
す
こ

と
を
狙
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
そ
れ
が
モ
デ
ル
問
題
で
顕
い
て
、
作
品

は
す
ん
で
の
と
こ
ろ
で
抹
殺
、
作
者
名
も
誤
ま
っ
て
伝
え
ら
れ
る
と
い
う

憂
目
を
見
る
に
至
っ
た
こ
と
は
、
上
述
し
た
通
り
で
あ
る
。

　
つ
ぎ
に
『
共
感
の
カ
』
を
構
成
し
て
い
る
六
十
五
通
の
手
紙
に
つ
い
て

簡
単
な
解
説
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
手
紙
は
都
含
七
人
の

人
物
の
間
で
取
り
交
わ
さ
れ
た
も
の
、
と
い
う
設
定
に
な
っ
て
い
る
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
三

の
配
列
は
一
応
、
書
か
れ
た
順
序
に
従
っ
て
い
る
と
見
て
よ
い
が
、
数
の

多
い
も
の
か
ら
紹
介
し
て
み
る
と
、
先
ず
、
『
共
感
の
カ
』
の
事
実
上
の

主
人
公
と
見
て
よ
い
、
ボ
ス
ト
ン
に
住
む
曹
年
ハ
リ
ン
ト
ン
（
＝
胃
｝
一
〇
q
－

叶
冒
）
が
そ
の
友
人
ジ
富
ン
・
ワ
ー
ジ
ィ
（
言
；
峯
o
暮
ξ
）
に
宛
て
て

書
い
た
手
紙
が
二
十
七
通
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
妹
マ
イ
ラ
（
峯
㌣
量
）
が
精
神

上
の
指
導
者
と
し
て
仰
い
で
い
る
イ
ラ
イ
ザ
・
ホ
ー
ム
ズ
夫
人
（
峯
『
餉
、

向
冒
墨
＝
〇
一
目
鶉
）
か
ら
、
そ
の
マ
イ
ラ
に
宛
て
て
書
き
送
ら
れ
た
手
紙
が

九
通
、
逆
に
マ
イ
ラ
が
ホ
ー
ム
ズ
夫
人
に
宛
て
て
書
い
た
手
紙
が
七
通
、

ハ
リ
ン
ト
ン
の
恋
人
ハ
リ
オ
ヅ
ト
・
フ
ォ
ー
セ
ッ
ト
（
雪
胃
ま
斤
句
嘗
毒
g
）

が
マ
イ
ラ
に
宛
て
て
書
い
た
手
紙
が
五
通
、
ワ
ー
ジ
ィ
が
マ
イ
ラ
に
宛
て

て
書
い
た
手
紙
が
四
通
ー
ワ
ー
ジ
ィ
と
マ
イ
ラ
は
婚
約
し
て
い
る
－
1
・

ハ
リ
ン
ト
ン
の
父
（
葭
胃
・
冒
箪
o
P
ω
・
）
が
ホ
ー
ム
ズ
夫
人
の
義
父
ホ
ー

ム
ズ
牧
師
（
射
o
く
・
国
〇
一
昌
窃
）
に
宛
て
て
書
い
た
手
紙
が
三
通
、
ハ
リ
ン

ト
ン
が
恋
人
ハ
リ
オ
ッ
ト
宛
て
に
、
ま
た
、
ワ
ー
ジ
ィ
が
ホ
ー
ム
ズ
夫
人

宛
て
に
書
い
た
手
紙
が
、
そ
れ
ぞ
れ
二
通
、
そ
し
て
ハ
リ
オ
ッ
ト
が
恋
人
。

ハ
リ
ン
ト
ン
宛
て
に
、
ま
た
、
マ
イ
ラ
が
ハ
リ
オ
ヅ
ト
宛
て
に
書
い
た
手

紙
が
そ
れ
ぞ
れ
一
通
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
手
紙
の
構
成
と
組
み
含
わ
せ
と
か
ら
、
『
共
感
の
カ
』

の
梗
概
ら
し
き
も
の
を
抜
き
書
き
す
る
と
す
れ
ぱ
、
そ
れ
は
以
下
の
よ
う

な
も
の
と
な
る
ー

　
ボ
ス
ト
ン
に
住
む
青
年
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
親
し
く
な
っ
た
女
性
ハ
リ
オ

ッ
ト
・
フ
ォ
ー
セ
ヅ
ト
と
の
結
婚
を
望
ん
で
い
る
が
、
な
ぜ
か
ハ
リ
ン
ト

ン
の
父
は
、
二
人
の
結
婚
に
反
対
し
て
い
る
。
ハ
リ
ン
ト
ン
に
は
ジ
目

ン
・
ワ
ー
ジ
ィ
と
い
う
親
友
が
あ
り
、
ハ
リ
ン
ト
ン
は
何
事
に
よ
ら
ず
ワ

ー
ジ
ィ
の
忠
告
を
有
難
く
受
け
、
ハ
リ
オ
ヅ
ト
と
の
こ
と
で
も
、
ワ
ー
ジ

ィ
に
相
談
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
ハ
リ
ン
ト
ン
に
は
マ
イ
ラ
と
い
う
妹
が

あ
り
、
マ
イ
ラ
は
現
在
、
ワ
ー
ジ
ィ
と
婚
約
中
で
あ
る
。
な
お
、
マ
イ
ラ

は
、
今
は
未
亡
人
で
亡
夫
の
両
親
－
牧
師
夫
妻
－
の
家
に
同
屠
し
て

μ
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い
る
イ
ラ
イ
ザ
・
ホ
ー
ム
ズ
夫
人
を
精
神
的
な
指
導
者
と
仰
い
で
、
そ
の

助
言
を
受
け
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
ホ
ー
ム
ズ
夫
人
も
、
ハ
リ
ン
ト
ン
と
ハ
リ
オ
ッ
ト
と
の
結
婚

に
反
対
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
と
ハ
リ
オ
ッ
ト
と
が
実

は
異
母
兄
妹
で
あ
る
た
め
で
あ
っ
て
、
ホ
ー
ム
ズ
夫
人
は
マ
イ
ラ
宛
て
の

手
紙
の
中
で
ハ
リ
オ
ッ
ト
の
生
い
立
ち
を
明
か
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
ハ

リ
ォ
ヅ
ト
の
母
は
マ
ラ
イ
ァ
・
フ
ォ
ー
セ
ヅ
ト
（
髪
胃
ポ
｝
顯
峯
8
一
）
と
言

い
、
マ
ラ
イ
ァ
は
家
が
没
落
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
す
で
に
妻
子
も
あ
っ

た
ハ
リ
ン
ト
ン
の
父
の
誘
惑
に
負
け
、
不
義
の
関
係
を
結
ん
で
ハ
リ
オ
ッ

ト
を
生
み
、
そ
の
後
ま
も
な
く
捨
て
ら
れ
て
死
亡
し
た
、
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。

　
や
が
て
ハ
リ
ン
ト
ン
と
ハ
リ
オ
ヅ
ト
と
が
結
ぱ
れ
る
日
が
近
づ
く
。
ハ

リ
ン
ト
ン
の
父
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
が
ハ
リ
オ
ッ
ト
を
実
の
妹
で
あ
る
と
知

ら
ず
に
妻
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
近
親
相
姦
の
罪
を
犯
す
こ
と
に
な
る

の
を
恐
れ
、
ハ
リ
ン
ト
ン
に
真
相
を
知
ら
せ
て
ハ
リ
オ
ッ
ト
と
の
縞
婚
を

断
念
さ
せ
よ
う
と
考
え
、
友
人
に
依
頼
し
て
匿
名
の
手
紙
を
ハ
リ
ン
ト
ン

に
送
り
、
ハ
リ
オ
ッ
ト
と
の
関
係
を
知
ら
せ
る
。

　
こ
の
こ
と
を
知
っ
た
ハ
リ
ン
ト
ン
と
ハ
リ
オ
ッ
ト
は
衝
撃
を
受
け
、
ハ

リ
オ
ヅ
ト
は
心
身
共
に
衰
弱
し
て
死
亡
し
、
ハ
リ
オ
ヅ
ト
の
死
に
接
し
て

絶
望
感
を
深
め
た
ハ
リ
ン
ト
ン
は
ビ
ス
ト
ル
で
自
殺
を
す
る
。
ハ
リ
ン
ト

ン
が
ワ
ー
ジ
ィ
宛
て
に
書
い
た
最
後
の
手
紙
は
、
封
印
も
せ
ず
に
テ
ー
ブ

ル
の
上
に
置
か
れ
、
そ
の
傍
ら
に
は
ゲ
ー
テ
の
『
若
き
ウ
ェ
ル
テ
ル
の
悩

み
』
（
H
ざ
吻
ミ
§
蔓
餉
県
ミ
雨
ミ
ミ
）
（
｝
軋
o
）
［
Ω
o
o
艘
9
b
ミ
ト
雨
迂
§
き
眈

“
§
軸
§
ミ
ミ
§
ミ
軸
］
（
一
七
七
四
）
が
一
部
、
置
か
れ
て
い
た
。

　
こ
の
物
語
り
の
い
わ
ぱ
「
劇
中
劇
」
、
ま
た
、
こ
の
物
語
り
の
結
末
を

暗
示
す
る
伏
線
と
な
っ
て
い
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
、
フ
ラ
ン
セ
ス
．
セ
オ
ド

ラ
・
ア
プ
ソ
ー
プ
の
悲
劇
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
書
き
込
ん
だ
と
見
て
よ

い
オ
フ
ィ
リ
ァ
・
シ
ェ
バ
ー
ド
（
O
号
o
ξ
旨
血
昌
o
a
）
の
悲
劇
で
あ
り
、

こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
な
ん
と
ハ
リ
才
ツ
ト
が
旅
先
き
の
ロ
ー
ド
ァ
イ
ラ

ン
ド
で
聞
か
さ
れ
た
話
と
し
て
、
マ
イ
ラ
宛
て
の
ハ
リ
オ
ヅ
ト
の
手
紙

1
「
手
紙
二
十
一
」
、
「
手
紙
二
十
二
」
、
「
手
紙
二
十
三
」
1
の
中
で

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ハ
リ
オ
ヅ
ト
の
手
紙
に
よ
る
と
、
ハ
リ
オ
ッ
ト
が
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
〕

の
同
伴
者
フ
ラ
ン
シ
ス
夫
人
（
峯
冨
・
寄
竃
〇
一
m
）
の
従
姉
妹
に
あ
た
る
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
7
〕

ー
テ
ィ
ン
夫
人
（
峯
易
・
呂
嘗
葦
）
の
家
を
訪
れ
た
と
こ
ろ
、
マ
ー
テ
ィ

ン
夫
妻
が
悲
痛
な
面
持
ち
を
し
て
い
る
。
そ
こ
で
フ
ラ
ン
シ
ス
夫
人
が
事

の
次
第
を
聞
き
出
す
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ぱ
、
マ
ー
テ
ィ
ン
夫
妻
が
結
婚
し

て
間
も
な
く
、
マ
ー
テ
ィ
ン
夫
人
の
妹
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
帰
り
の
美
し
い

オ
フ
ィ
リ
ァ
が
訪
ね
て
来
て
、
義
理
の
兄
マ
ー
テ
ィ
ン
は
オ
フ
ィ
リ
ァ
の

美
し
さ
の
虜
と
な
り
、
手
練
手
管
を
弄
し
て
オ
フ
ィ
リ
ア
を
か
ど
わ
か
し
、

オ
フ
ィ
リ
ア
は
マ
ー
テ
ィ
ン
の
子
を
生
む
。
激
怒
し
た
オ
フ
ィ
リ
ア
の
父

親
は
、
当
事
者
た
ち
を
集
め
て
一
切
を
明
る
み
に
出
す
こ
と
を
図
り
、
父

親
を
思
い
留
ま
ら
せ
よ
う
と
し
た
オ
フ
ィ
リ
ア
は
、
絶
望
の
あ
ま
り
毒
を

仰
い
で
自
殺
を
し
た
、
と
い
う
の
で
る
。

　
ハ
リ
オ
ヅ
ト
は
、
こ
の
オ
フ
ィ
リ
ア
の
悲
劇
を
「
人
間
の
心
の
邪
悪
さ

と
堕
落
状
態
の
憂
鯵
な
婆
を
示
す
出
来
事
」
（
、
昌
ヲ
O
巳
彗
け
ξ
巨
9

婁
巨
σ
岸
蜆
曽
目
o
犀
昌
ぎ
気
〇
一
g
＝
屋
o
H
書
o
ξ
o
岸
＆
篶
蜆
餉
彗
α
o
o
？
睾
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
8
〕

一
｛
o
h
艘
o
巨
目
嘗
邑
邑
二
）
と
呼
ん
で
い
る
が
、
ハ
リ
オ
ッ
ト
の
伝

閉
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え
る
オ
フ
ィ
リ
ア
の
悲
劇
は
、
実
は
ハ
リ
オ
ッ
ト
自
身
の
誕
生
と
い
う
形

で
す
で
に
生
起
し
て
い
た
し
、
や
が
て
形
を
変
え
て
ハ
リ
ン
ト
ン
と
ハ
リ

オ
ヅ
ト
の
身
の
上
に
生
起
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ハ
リ
ン

ト
ン
と
ハ
リ
オ
ヅ
ト
の
悲
劇
は
、
二
人
が
与
り
知
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
用
意
さ

れ
て
い
た
理
菌
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
二
人
は
そ
の
父
親
が
蒔
い
た
種
の

実
を
刈
り
取
る
破
目
に
な
っ
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
二
人
が
異
母
兄

妹
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
に
愛
し
合
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
も
っ
て
二

人
を
責
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
従
っ
て
作
者
ブ
ラ
ウ
ン
と
し
て
は
、

オ
フ
ィ
リ
ァ
の
悲
劇
と
、
そ
の
悲
劇
を
増
幅
す
る
も
の
と
な
る
ハ
リ
ン
ト

ン
と
ハ
リ
オ
ヅ
ト
の
悲
劇
を
語
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
悲
劇
の

原
因
と
な
る
「
人
間
の
心
の
邪
悪
さ
と
堕
落
状
態
」
の
危
険
性
を
若
い
女

性
の
読
者
た
ち
に
訴
え
よ
う
と
し
た
、
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
し
て

は
、
こ
の
作
品
の
タ
イ
ト
ル
「
共
感
の
カ
」
お
よ
ぴ
サ
ブ
・
タ
ィ
ト
ル

「
自
然
の
情
の
勝
利
」
の
真
意
が
理
解
し
か
ね
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
こ
こ
に
一
つ
の
仮
説
と
し
て
、
ブ
ラ
ウ
ン
は
ア
ダ
ム
・
ス
ミ

ス
の
『
適
徳
憎
操
論
』
（
＞
雪
目
ω
冒
葦
一
掌
雨
皇
§
ミ
県
ミ
ミ
ミ

3
ミ
ぎ
§
ε
（
一
七
五
九
）
か
ら
「
共
感
」
の
原
理
に
つ
い
て
挙
ん
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
9
〕

い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
想
定
し
て
み
た
い
。
こ
の
書
物
が
ア
メ
リ
カ
で

ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
そ
の
筋
の
専
門
家
の
御
教
示
を

待
つ
ほ
か
な
い
が
、
全
く
単
純
な
事
実
と
し
て
、
『
道
徳
憎
操
論
』
は
プ

ラ
ゥ
ン
が
生
ま
れ
る
六
年
前
に
出
版
さ
れ
て
い
て
、
ブ
ラ
ウ
ン
が
生
前
こ

の
書
物
を
読
ん
だ
可
能
性
は
充
分
あ
り
得
る
こ
と
で
あ
る
し
、
こ
れ
は
ブ

ラ
ゥ
ン
死
後
の
こ
と
に
な
る
が
、
一
八
一
九
年
に
、
・
ハ
ー
バ
ー
ド
大
単
で

宗
教
、
遺
徳
哲
学
な
ど
を
講
じ
た
リ
ヴ
ァ
イ
・
フ
リ
ズ
ゼ
ィ
教
授
（
訂
i

勾
ユ
邑
o
）
（
一
七
八
三
－
一
八
二
二
）
が
『
道
徳
情
操
論
』
を
書
評
し
て
、

「
ア
メ
リ
カ
文
学
の
歴
史
の
上
で
記
憶
す
ぺ
き
出
来
事
」
の
一
つ
と
な
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
皿
）

た
、
と
い
う
事
実
が
あ
る
。

　
周
知
の
よ
う
に
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
、
『
適
徳
憎
操
論
』
の
第
一
部
、

第
一
章
「
共
感
に
つ
い
て
」
（
、
ρ
身
昌
寒
け
ξ
二
）
に
お
い
て
、
人
間
の

本
性
に
根
ざ
す
も
の
と
し
て
「
共
感
」
能
カ
を
重
視
し
、
「
共
感
」
を
も

っ
て
近
代
市
民
社
会
の
人
間
関
係
の
原
理
と
し
た
が
、
ブ
ラ
ウ
ン
は
、

『
共
感
の
カ
』
の
中
で
ハ
リ
ン
ト
ン
が
ハ
リ
オ
ソ
ト
を
腹
違
い
の
妹
で
あ

る
と
知
ら
ず
に
愛
す
る
よ
う
に
な
っ
た
に
っ
い
て
は
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス

の
言
う
「
共
感
」
と
は
必
ら
ず
し
も
同
じ
で
は
な
い
に
せ
よ
、
そ
こ
に

「
共
感
」
の
力
が
働
い
て
い
た
、
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
考
え
を

ハ
リ
ン
ト
ン
の
父
に
ホ
ー
ム
ズ
牧
師
宛
て
の
手
紙
の
中
で
述
べ
さ
せ
て
い

る
1

手
紙
　
四
十
二

ハ
リ
ン
ト
ン
氏
か
ら
ホ
ー
ム
ズ
牧
師
に
。

ポ
ス
ト
ン
。

　
よ
く
．
こ
存
知
の
通
り
、
私
は
マ
ラ
イ
ア
と
契
り
を
緒
ぴ
、
そ
の
不

義
の
結
果
、
娘
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
十
六
年
の
歳
月
が
経

過
し
、
お
蔭
を
も
ち
ま
し
て
娘
は
フ
ラ
ン
シ
ス
夫
人
の
も
と
に
暮
ら

し
、
さ
ら
に
つ
け
加
え
さ
せ
て
い
た
だ
け
ぱ
、
日
に
日
に
美
し
さ
が

附
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増
し
、
あ
ら
ゆ
る
好
ま
し
い
教
養
も
増
し
て
お
り
ま
す
1
し
か
し

私
達
人
間
の
行
動
の
動
機
と
な
る
偉
大
な
る
源
泉
を
調
べ
た
り
、
共

感
の
働
き
（
、
艘
o
o
潟
畠
竈
昌
o
｛
身
冒
雷
一
耳
、
）
を
説
明
し
た
り

す
る
こ
と
な
ど
、
ど
う
し
て
で
き
ま
し
ょ
う
1
ど
う
し
て
、
お
こ

が
ま
し
く
も
で
き
ま
し
ょ
う
1
私
の
息
子
は
、
八
週
間
ほ
ど
家
に

帰
っ
て
お
り
ま
す
間
に
、
た
ま
た
ま
娘
を
見
か
け
て
、
こ
れ
は
自
然

の
情
の
勝
利
（
＝
庄
o
掌
巨
冒
冨
o
｛
之
呉
…
o
＝
）
を
全
う
す
る
こ
と

に
な
る
の
で
す
が
、
娘
を
愛
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
息
子
は
、
今

ま
さ
に
緒
婚
－
1
続
け
ま
し
上
う
†
－
勢
ぴ
蜘
ど
瀞
姪
レ
い
が

、

と
し
て
い
ま
す
！
1
一
見
偶
然
の
事
憎
か
ら
こ
の
重
要
な
事
柄
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
－
私
は
急
い
で
、
こ
の
近
親
相
姦
を
防
．
こ

う
と
思
い
ま
す
1
私
が
肩
分
で
自
分
自
身
の
不
幸
を
つ
く
り
出
し

た
の
だ
、
と
私
を
非
難
な
さ
ら
な
い
で
下
さ
い
1
「
こ
れ
は
、
き

み
の
放
蕩
の
結
果
だ
」
と
、
あ
な
た
は
仰
言
る
で
し
ょ
う
1
「
こ

れ
は
、
き
み
の
姦
通
の
結
果
だ
1
」
と
－
い
ろ
い
ろ
と
思
い
め
ぐ

ら
す
こ
と
は
控
え
て
下
さ
い
、
わ
が
友
よ
1
私
の
心
は
響
告
ぐ
ら

い
の
こ
と
は
し
て
く
れ
ま
す
1
私
の
心
は
妙
に
か
き
乱
さ
れ
て
い

ま
す
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
1
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
頓
首
1

　
つ
ま
り
、
ブ
ラ
ウ
ン
は
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
「
共
感
」
の
原
理
を
男
女

相
愛
の
原
理
と
し
て
捉
え
直
し
、
ハ
リ
ン
ト
ン
が
異
母
妹
ハ
リ
オ
ツ
ト
を

愛
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
異
母
兄
妹
な
る
が
故
に
、
二
人
だ
け
の
間

に
呼
応
し
合
う
も
の
、
お
互
い
に
共
癌
し
含
う
も
の
を
憾
じ
た
か
ら
で
あ

り
、
二
人
の
絡
婚
は
タ
ブ
ー
視
さ
れ
る
近
親
相
姦
と
な
る
こ
と
か
ら
避
け

る
べ
き
も
の
と
し
な
．
が
ら
も
、
そ
れ
は
人
間
と
し
て
の
自
然
の
憎
の
、
当

然
、
赴
く
と
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
を
、
読
者
に
納
得
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

　
最
後
に
、
ア
メ
リ
カ
最
初
の
小
説
『
共
感
の
カ
』
は
、
ア
メ
リ
カ
の
最

初
の
小
説
が
書
か
れ
た
頃
の
ア
メ
リ
カ
の
文
学
状
況
に
何
が
し
か
の
光
を

投
ず
る
作
品
で
あ
る
点
に
お
い
て
も
貴
重
で
あ
る
。
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の

子
女
の
間
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
輸
入
さ
れ
た
書
物
が
読
ま
れ
て
い
た
が
、

ホ
ー
ム
ズ
夫
人
は
マ
イ
ラ
に
宛
て
た
手
紙
の
印
で
、
そ
れ
ら
の
書
物
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
ー

手
紙
　
二
十
九

ホ
ー
ム
ズ
夫
人
か
ら
マ
イ
ラ
に
。

ベ
ル
ヴ
ユ
ー
。

　
わ
た
し
は
時
に
、
あ
な
た
に
読
む
よ
う
に
薦
め
る
書
物
が
必
ら
ず

　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

し
も
ア
メ
リ
カ
の
婦
人
の
状
況
に
適
応
し
な
い
こ
と
を
知
っ
て
恥
じ

入
っ
て
い
ま
す
。
…
－

　
「
あ
る
上
流
婦
人
の
、
子
供
た
ち
へ
の
忠
告
」
と
題
す
る
小
さ
な

著
作
を
送
り
ま
す
。
…
・
－
わ
た
し
は
こ
れ
を
小
説
と
し
て
で
は
な
く
、

心
の
言
葉
を
話
し
、
わ
た
し
た
ち
が
、
わ
た
し
た
ち
自
身
、
社
会
そ

η
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し
て
神
様
に
負
う
て
い
る
義
務
を
謹
々
と
教
え
る
著
作
と
し
て
推
薦

す
る
の
で
す
。

　
教
訓
的
な
エ
ヅ
セ
イ
は
、
必
ら
ず
し
も
若
い
婦
人
た
ち
の
注
意
を

惹
く
こ
と
が
で
き
る
と
は
隈
り
ま
せ
ん
。
わ
た
し
た
ち
は
、
エ
ッ
セ

イ
ス
ト
の
凝
っ
た
教
え
か
ら
逃
れ
て
、
小
説
家
の
快
活
な
物
語
り
に

と
ぴ
つ
き
ま
す
。
真
実
と
虚
構
の
相
違
を
見
分
け
ら
れ
る
よ
う
に
心

を
憤
ら
し
て
お
き
な
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
思
考
の
妥
当
性
と
正
当

さ
を
判
断
で
き
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
面
白
い
物
語
り

　
　
　
　
、
　
　
、

の
華
芙
な
装
い
に
ま
ど
わ
さ
れ
て
、
誤
っ
た
意
見
を
も
つ
こ
と
が
な

い
よ
う
に
し
な
さ
い
。
そ
う
す
れ
ぱ
最
も
有
益
な
教
訓
を
引
き
出
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
し
、
あ
な
た
の
読
書
の
目
的
も
充
分
に
達

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
”
〕

成
さ
れ
る
で
し
上
う
。
…
…

　
ま
た
、
同
じ
く
マ
イ
ラ
宛
て
の
も
う
一
つ
の
手
紙
－
「
手
紙
　
三

十
」
ー
で
ホ
ー
ム
ズ
夫
人
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
小
説
や
雑
誌
の
影
響
で
ア

メ
リ
カ
の
学
識
の
あ
る
婦
人
た
ち
が
時
に
瑚
笑
さ
れ
る
こ
と
を
歎
き
、
そ

の
よ
う
な
才
女
の
手
に
な
る
作
品
が
ア
メ
リ
カ
の
文
学
に
殆
ど
無
い
こ
と

　
　
　
　
　
　
＾
旭
〕

を
残
念
が
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
手
紙
は
、
虚
構
の
手
紙
で

あ
る
が
、
そ
れ
ら
を
通
じ
て
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
子
女
が
イ
ギ
リ
ス
の
小

説
類
を
「
小
説
と
し
て
で
は
な
く
」
と
称
し
な
が
ら
、
そ
う
称
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
実
は
逆
に
「
小
説
と
し
て
」
読
み
耽
っ
た
ら
し
い
こ
と
、
ま
た
、

そ
れ
ら
の
イ
ギ
リ
ス
の
小
説
類
に
必
ら
ず
し
も
満
足
し
て
い
な
か
っ
た
こ

と
、
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
人
自
身
の
手
に
成
る
小
説
の
出
現
を
待
望
し
て
い

た
こ
と
な
ど
が
窺
い
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
『
共
感
の
カ
』
の

梗
概
を
紹
介
し
た
時
に
も
触
れ
て
お
い
た
よ
う
に
、
ゲ
ー
テ
の
『
若
き
ウ

ェ
ル
テ
ル
の
悩
み
』
が
、
あ
る
い
は
す
で
に
英
訳
の
形
で
、
当
時
の
ア
メ

リ
カ
で
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
も
実
証
で
き
る
な
ど
、
ア
メ
リ
カ
最
初
の
小

説
に
関
す
る
研
究
か
ら
得
ら
れ
る
も
の
は
、
決
し
て
少
な
く
な
い
筈
で
あ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
（
1
）
　
ブ
ラ
ウ
ン
の
伝
記
的
事
実
と
し
て
知
ら
れ
る
も
の
は
実
に
蓼
々

　
　
た
る
も
の
で
あ
り
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
わ
ず
か
一
通
だ
け
現
存

　
　
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
ブ
ラ
ウ
ン
の
手
紙
を
紹
介
．
解

　
　
説
し
た
ジ
目
ン
・
R
・
パ
イ
ア
ー
ズ
ニ
世
は
、
一
八
三
二
年
に
ボ
ス

　
　
ト
ン
で
出
版
さ
れ
た
『
ア
メ
リ
カ
伝
記
・
・
歴
史
辞
典
』
（
』
ミ
」
§
ミ
．

　
　
ざ
簑
書
b
ざ
恥
『
喜
｝
ざ
ミ
s
s
軋
串
｝
｝
“
ミ
ぎ
ミ
b
旨
ざ
o
§
亀
ミ
）
の
ブ
ラ
ウ

　
　
ン
に
関
す
る
記
述
を
引
用
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
は
「
プ
ラ
ウ
ン
、

　
　
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ヒ
ル
、
詩
人
、
一
七
九
三
年
九
月
二
日
、
二
十
七
歳

　
　
で
、
法
律
を
勉
強
し
て
い
た
ノ
ー
ス
．
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
マ
ー
フ
リ
ー

　
　
ズ
バ
ラ
（
崔
胃
H
冨
9
σ
O
『
昌
o
q
戸
字
O
凹
『
o
冒
量
）
で
死
亡
」
と
あ
る
。

　
　
ま
た
、
四
ヵ
月
を
越
え
る
闘
病
生
活
の
様
子
を
伝
え
る
ブ
ラ
ウ
ン
十

　
　
八
歳
の
韻
文
の
手
紙
か
ら
は
、
ブ
ラ
ウ
ン
が
幽
霊
の
よ
う
に
痩
せ
細

　
　
り
、
頭
は
一
方
に
か
し
ぎ
、
首
は
す
っ
か
り
歪
ん
だ
、
小
柄
な
体
格

　
　
で
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
、
ま
た
、
機
智
に
宮
ん
だ
人
物
で
あ
っ
た
ら

　
　
し
い
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
9
』
o
ま
内
．
ω
壱
員
』
、
、
一
、
＞

　
　
■
o
津
亀
o
｛
婁
昌
訂
冒
雪
…
ω
H
o
ミ
目
、
岬
、
（
」
§
ミ
｛
§
ミ
ト
“
詩
§
§
ミ
一

　
　
－
芭
■
二
H
署
o
o
）

　
（
2
）
9
零
＆
5
募
霊
壼
P
『
ざ
皇
ミ
O
§
ミ
呉
＼
§
・
．

閉



　
苧
§
ト
き
§
§
§
ミ
§
1
轟
§
一
や
o
o
ド

（
3
）
掌
雨
ま
§
ミ
身
ミ
・
ミ
（
↓
臣
ξ
ミ
写
昌
華
弔
曇
9

　
5
9
）
に
写
真
印
刷
で
挿
入
さ
れ
た
初
版
本
の
猷
呈
の
辞
に
よ
る
。

（
4
）
§
き
O
l
X
艮

（
5
）
　
そ
れ
ぞ
れ
の
手
紙
に
は
、
そ
れ
が
書
か
れ
た
と
さ
れ
る
地
名
は

　
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
日
付
け
は
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
。

（
6
）
　
明
ら
か
に
、
。
向
昌
目
o
庁
，
は
．
司
冒
目
8
蜆
．
の
、
も
じ
り
。

（
ア
）
　
同
様
に
．
峯
胃
巨
目
、
は
．
峯
o
鼻
昌
．
の
、
も
じ
り
。

（
8
）
掌
・
き
§
・
呉
専
ミ
ミ
ミ
ら
．
隻

（
9
）
　
こ
の
想
定
は
、
西
川
正
身
先
生
の
御
示
唆
に
負
う
と
こ
ろ
が
多

　
い
。
「
私
と
ア
メ
リ
カ
文
学
」
（
『
英
語
青
年
』
　
一
九
六
五
年
六
月
号
）

　
参
照
。

（
1
0
）
　
§
串
o
老
胃
o
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昌
巨
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邑
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眈
一
H
ぎ
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o
ミ
♀
」
§
ミ
ー

　
｝
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辻
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ミ
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一
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ご
ひ
’

（
1
1
）
　
H
ぎ
、
o
§
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県
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§
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ミ
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〇
勺
1
o
o
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－
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0
N
一

（
1
2
）
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勺
．
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．

（
u
）
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－
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2
．
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授
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